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研究要旨  

 本研究は，食品や医薬品への応用研究開発が進んでいる遺伝子改変（TG）ニワト

リをモデルに，オミクス解析などによる安全性評価に関する実証的データの蓄積と

整備を行い，その検討を行なうことが目的である。平成 29 年度は，平成 28年度に

得られたオミクス解析データの総合評価を行なうとともに，新たなニワトリのモデ

ル組換え体として遺伝子組換えニワトリ 2種とゲノム編集ニワトリ 2種を作出した。 

 

A. 研究目的 

 遺伝子組換え食品の安全性評価は，次世代の

国民の食の安全性を確保する上で重要な研究

課題であり，既に遺伝子組換え植物は，世界的

な流通規模となっており，様々な対策が図られ、

またリスクコミュニケーションが進められて

いる。一方，遺伝子組換え動物では，水域にお

ける魚類においてアメリカ食品医薬品局

（FDA）の認可がおり，いよいよ流通の段階ま

できている。陸域の遺伝子組換え動物は，既に

医薬品において組換え動物由来の医薬品が複

数 FDA により認可され，日本でも遺伝子組換え

ニワトリの鶏卵で製造された組換え酵素製剤

の認可が了承されたところである。今後は，ゲ

ノム編集技術を中心とした遺伝子改変動物由

来の食品開発が加速することも予想され，その

対策が急務であると思われる。 

 そこで本研究の目的は，食品や医薬品への応

用研究開発が進んでいる遺伝子改変ニワトリ

をモデルにオミクス解析などによる安全性評

価に関する実証的データの蓄積と整備を行い，

その検討を行なうことである。平成 29 年度は，

平成 28 年度に得られたオミクス解析データの

総合評価を行なうとともに，新たなニワトリの

モデル組換え体の作出を行なった。 

 

 

B. 研究方法 

（１）オミクス解析データの総合評価 

 研究球力者のもとで実施した３つのオミク

ス解析（ニワトリ血漿のメタボローム解析，ニ

ワトリ白血球 mRNA を用いたトランスクリプ

トーム解析，ニワトリ血清のプロテオーム解

析）のデータを全てまとめて，遺伝子組換えに

よる動物細胞への遺伝子から成分変化までを

総合的に評価した。 

 

（２）遺伝子改変ニワトリ（外来遺伝子導入と 
   ゲノム編集）の作出・維持 

 これまでのニワトリ epiSC を用いた遺伝子改

変技術に代え，培養始原生殖細胞（PGC）を用

いる方法で，遺伝子組換えニワトリとしてセン

サー遺伝子導入ニワトリと ZsGreen 導入ニワト

リの作出試験と維持を行なった。センサー遺伝

子導入ニワトリは，ウイルスベクター法を用い

て，また，ZsGreen 導入ニワトリは，プラスミ

ドベクターを用いる方法で行なった。さらに，

同培養 PGC を用いる手法で，ゲノム編集ニワ

トリとしてアレルゲンノックアウトニワトリ

と２種の雄化遺伝子のノックアウトニワトリ

の作出試験と維持を行なった。アレルゲンノッ

クアウトには，TALEN 法を，雄化遺伝子のノ
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ックアウトには，CRISPR/Cas9 法を使用した。 

 

倫理面への配慮  

組換え DNA 実験に関しては，カルタヘナ法

のもと，広島大学が定める組換え DNA 実験安

全管理規則に従い，研究計画書を提出し，機関

承認実験として広島大学長から承認を得て実

施した（承認番号：28-103-2, 29-14-2）。 

動物使用実験に関しては，広島大学動物実験

実施規則に従い研究計画を提出し，広島大学長

からの承認（承認番号：C16-23）を受け，この

規則に従い研究を実施した。 

研究倫理教育は，平成 27 年 12 月 21 日（月）

に広島大学において開催された理工農系の研

究者を対象とした研究倫理教育 FD を受講する

とともに，CITI JAPAN の基本コース B を

e-learning により受講し，平成 28 年 10 月 29 日

に全てのカリキュラムを修了した。 

 

C. 研究結果 

（１）オミクス解析データの総合評価 

 研究球力者のもとで実施した３つのオミク

ス解析のデータを全てまとめて，遺伝子組換え

による動物細胞への遺伝子から成分変化まで

を総合的に評価した。その結果，すべての解析

データにおいて，平成 27 年度に実施した正常

ニワトリを用いて得られた個体差を示す変動

以外に外来遺伝子導入による変動は認められ

ないことがわかった。今回，解析した遺伝子改

変ニワトリに導入された遺伝子は GFP であり，

細胞内でのみ発現するため，生体の代謝や恒常

性の維持に関わる変動が認められないことが

示唆された。 

 

（２）遺伝子改変ニワトリ（外来遺伝子導入と 
   ゲノム編集）の作出・維持 

 平成 29年度は，培養始原生殖細胞（PGC）を

用いる方法で，遺伝子組換えニワトリとしてセ

ンサー遺伝子導入ニワトリと ZsGreen導入ニワ

トリ生殖系列第 2世代（G1）の作出試験に成功

した。センサー遺伝子導入ニワトリは，さらに

G1世代が性成熟したことから，これらを戻し交

配することで系統の維持と染色体上での導入

遺伝子の数と位置を特定した。また，同培養 PGC

を用いる手法で，ゲノム編集ニワトリとしてア

レルゲンノックアウトニワトリと２種の雄化

遺伝子のノックアウトニワトリの作出試験を

行いそれぞれ G1 世代の作出に成功した。平成

29 年度に作出したモデル遺伝子改変ニワトリ

は今後，食品利用に近い個体であることから系

統の維持と安全性評価としてオミクス解析が

必要であると考えられた。 

 

D. 考察 

 オミクス解析データの総合評価では，解析し

た遺伝子改変ニワトリに導入された遺伝子は

GFP であり，細胞内でのみ発現するため，生体

の代謝や恒常性の維持に関わる変動が認めら

れないことが示唆された。今後は，生体の代謝

や機能に影響を及ぼす可能性があり，また食品

への利用が推察されるような遺伝子改変ニワ

トリ（例えばノックアウトニワトリや新機能付

加ニワトリ）での解析が必要である  

 新たなモデル組換え体の作出試験では，今後，

食品利用に近い複数種の組換え体の作出に成

功した。今後は，本研究成果で得られた知見を

もとに，オミクス解析等による安全性評価試験

を行なう必要がある。 

 

E. 結論 

平成 29 年度は，組換えニワトリと正常ニワ

トリのオミクス解析データの総合評価を行い，

GFP 遺伝子導入では，外来遺伝子導入による変

動は認められないことがわかった。また，新た

に食品利用に近い複数種の組換えニワトリや

ゲノム編集ニワトリの作出に成功した。 

 

F. 健康危険情報 

 異常なし。 

 

G. 研究発表 
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 なし。 
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